
 

  

Ryu’s Paper
 寒さが和らぎ、ぽかぽかと暖かい日が増えてきました。春の訪れを感じて虫や動物たちも目覚める頃です

ね。さて今回の『図書館でめぐる郷土～八尾市史編～』のテーマは『こどもたちの遊びと暮らし』です。川

や森林など市域の豊かな自然の中には、こどもたちの遊び場がありました。戦後の高度経済成長期に、市域

で生活していたこどもたちの「遊び」を通して当時の暮らしとまちの様子を見ていきましょう。 
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明治・大正時代には長瀬川
な が せ が わ

・神武川
じ ん む が わ

をはじめとする野原の各河川のほとんどに、フナ、モロコ、ドジョウ、ウナギ、ナ

マズ等がおり、大正のはじめ頃までは川ガニも取れたようです。しかし、戦後に河川が汚れ、魚たちの姿を見かける

ことはなくなっていきました。また、許麻
こ ま

神社をはじめとする市域の神社や寺院には大木が数多くあり、昆虫をとるの

に格好の場所も至る所にあったそうです。市域のこどもたちの遊び場は、この豊かな自然の中にありました。こどもた

ちは川の中に石を積んで水を止め、三角網で小魚をとったり、モンドリ網でエビをとるなどしました。本町橋の南にクロ

ハシという小さな橋があり、こどもたちはそこを渡って対岸に遊びに行ったといいます。 

昭和 30 年から南河内郡志紀村
み な み か わ ち ぐ ん し き む ら

で幼少期を過ごした方の記録によると、春には小さな溝でメダカをすくい、春か

ら夏にかけてチョウ、トンボ、セミ等をとった。魚とりではフナ、エビガニ、ナマズ、コイがとれ、業者がレンコンをとるため

に池の水を抜いたときのドロンコ遊びが楽しかったが、魚とりや虫とりもお盆の頃に「殺生はするな」と言われ出来なく

なり、時間つぶしに将棋を差し、宿題を終えたら中央公園（現在の志紀ふれあいの森辺り）に集まって野球をした。

寒くなると缶けりや縄とび、ドッジボール、こまを手に乗せて鬼ごっこ等をして遊んだと記しています。 

戦後の高度経済成長期には、まだ各地区の店の数が少なく、入手できる商品が限られていたため「行商」がこれ

を補っていました。中でも、こどもたちにとって紙芝居屋やアイスキャンデーの行商は待ち遠しい存在でした。恩智
お ん ぢ

で

は紙芝居屋が天王
てんのう

の森
も り

や道沿いの鳥居などによく来たといいます。こどもたちは、練り飴、すこんぶ、えびせんなど

を買うと紙芝居を見ることができました。紙芝居を見たという記憶は、山手の大竹
おおたけ

、千塚
ち づ か

、恩智から平野部の刑部
おさかべ

、

天王寺屋新田
て ん の う じ や し ん で ん

、田井中
た い な か

、沼
ぬま

、南木
みなみき

の本
も と

、木
き

の本
も と

などまで広い地域で確認されています。恩智では自転車でわらび

餅やアイスキャンデーが売られたり、弓削
ゆ げ

では祭りの時に一銭焼きというメリケン粉と干しエビや青のりを混ぜたクレ

ープのようなものも売られていたそうです。 

 戦後の産業復興や住宅建設、工場立地、河川や交通網の整備など、機能 

重視の都市づくりが進められ、次第に魚とりや虫とりをして遊んだり、紙芝居屋 

を待つこどもたちの姿を見かけることはなくなりました。しかし近年、文化や歴史、 

美しい景観を大切にしようとする動きに変わり、八尾の美しい景観を保全・育成 

し次世代に継承していくための取り組みが行われています。 
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情報発信をしていますので、 

いいね！してください。 

八尾市立龍華図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 編集・発行 

 3 月といえばひな祭り。「桃の節句」または「上巳
じ ょ う し

の節句」とも言われます。七草・端午・七

夕などと並ぶ五節句のひとつで、桃は魔除けとしての効果を持つとされています。年中行

事はそのほかにもたくさんありますが、現在に伝わるしきたりにはどんな由来があったのでし

ょうか。なかには時代が進むにつれ、すでに失われてしまったものや簡略化されてしまった

ものもあります。旧暦１～１２月までの行事を解説とともに色鮮やかな浮世絵で紹介した日

本の美意識あふれる一冊です。是非、ご覧ください。 

 

楽しくわかる終活講座 

●日時…2024年 3月 23日(土)  

      13:30～14:50 

●場所…龍華コミセン 3階 集会室 

●対象…18歳以上 

●定員…35人(申込順) 

●申込…2024年 3月 2日(土) 9:00～ 

龍華図書館カウンター、電話、FAXにて受付。 

  

『お金を「貯める・増やす・守る」がマルっとわかる 

知恵子のマネ活大全』  
八光殿から講師の方をお招きして、 

終活の始め方などについてお話いただきます。 

 

電子図書館新刊案内 

１ 

 

新 NISA、ポイ活、保険、サブ

スク…。知らないと損するお金

の制度などが丸わかり! お金

が貯まるツールから、固定費

の見直し、投資まで、インスタ

で話題の「お金の知恵子」の

お金のテクニックを紹介する。

【出典： TRCMARCより】  

※印刷本の情報を記載している場

合があります。 

八尾電子図書館は、八尾市在住・在勤・在学で八尾市

立図書館のカードをお持ちの方はどなたでもお使いいた

だけます。貸出は 1人 3点、貸出期間は 2週間までで

す。是非、ご利用ください。 


